
令和２年２月 15日　発行 第１２８７号（2）

＝問い合わせ先

桑原地内 公共下水道工事
 取手地方広域下水道組合保全課　☎７４－４１２６

〈工事期間〉
３月下旬～６月下旬（予定）
〈工事場所〉
桑原地内（右地図参照）
〈交通制限〉
車両片側交互通行

JAとりで
総合医療センター

取手警察署

夢とりで

国道
６号
線

 市民課　☎内線１１６８

印鑑登録 成年被後見人も可能に
　令和元年12月17日から、市では成年被後見人の方の印鑑登録の申請が可
能となりました。申請には成年後見人の方の同行などが必要です。
〈受付窓口〉
市民課、取手支所、藤代総合窓口課
※取手駅前窓口・戸

とがしら
頭窓口は発行のみ取り扱います

〈必要書類〉
◆登録者（成年被後見人）
・登録する印鑑
・写真付き身分証明書（免許証・パスポートなど）または保険証など
◆同行者（成年後見人）
・成年後見人であることを証明する物（登記事項証明書など）
・写真付き身分証明書または保険証など
◎詳しくはお問い合わせを

 埋蔵文化財センター
　　　　　　　　☎７３－２０１０

古
こ も ん じ ょ

文書に最初に現れた
取手の地名
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鎌
倉
時
代
の
終
わ
り
頃
の
弘

安
10（
１
２
８
７
）年
10
月
24

日
、
鎌
倉
幕
府
の
執し

っ
け
ん権
北
条

貞さ
だ
と
き時
と
連れ

ん
し
ょ署
の
北
条
宣の

ぶ
と
き時
は
、

尼あ
ま
み
ょ
う
ち

妙
智
に
対
し
て
、
下
総
国
相

馬
郡
黒
崎
郷
の
下
黒
崎
村
・
発

土
村
・
稲
村
と
文
間
郷
の
押
手

村
を
領
地
と
し
て
支
配
す
る
こ

と
を
認
め
る
文
書
を
出
し
て
い

ま
す（
写
真
）。

　
こ
の
よ
う
な
古
文
書
を
、
関

東
下げ

ち
じ
ょ
う

知
状
と
言
い
ま
す
。
こ
の

古
文
書
の
中
に
書
か
れ
て
い
る

稲
村
は
、
現
在
の
取
手
市
稲い

な

に

な
り
ま
す
。
こ
こ
に
歴
史
上
始

め
て
取
手
の
地
名
が
現
れ
た
の

で
す
。

　
下
黒
崎
村
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
ど
の
あ
た
り
に
な
る
か
は

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
発
土
村
は

現
在
の
我
孫
子
市
岡お

か
ぼ
っ
と

発
戸
に
あ

た
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
取
手
市
稲
か
ら
我
孫
子
市
岡

発
戸
を
含
む
広
い
範
囲
が
黒
崎

郷
で
、
そ
の
中
に
下
黒
崎
村
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
文
間
郷
の
押
手
村
は
、
現
在

の
利
根
町
押お

し
ど戸
と
考
え
ら
れ
ま

す
。黒
崎
郷
の
場
合
と
同
じ
く
、

龍
ケ
崎
市
の
北き

た
も
ん
ま

文
間
地
区
か
ら

利
根
町
一
体
、
そ
し
て
取
手
市

の
小お

も
ん
ま

文
間
あ
た
り
が
文
間
郷
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
れ
ら
の
村
々
を
領

地
と
し
て
治
め
る
こ
と
を
鎌
倉

幕
府
か
ら
認
め
ら
れ
た
尼
妙
智

と
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の

で
し
ょ
う
か
。尼
と
あ
る
の
で
、

女
性
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

　
大だ

い
じ治
５（
１
１
３
０
）年
、
平

将
門
の
子
孫
を
称
し
た
平

た
い
ら
の

経つ
ね
し
げ繁
は
、
下
総
国
相
馬
郡
の
自

分
の
領
地
を
伊
勢
神
宮
に
寄
進

し
、
こ
こ
に
相
馬
御み

く
り
や厨
が
成
立

し
ま
す
。
平
経
繁
の
子
孫
は
、

相
馬
郡
を
領
地
と
し
た
こ
と
か

ら
、
相
馬
を
名
字
と
し
ま
す
。

　
さ
て
平
経
繁
の
子
孫
に
な
る

相
馬
胤た

ね
つ
な綱
の
三
女
は
、
島
津

久ひ
さ
つ
ね経
に
嫁
い
で
い
ま
す
。
久
経

は
、
江
戸
時
代
に
薩さ

つ
ま
の
く
に

摩
国
の
大

名
と
な
る
島
津
家
の
先
祖
に
な

り
ま
す
。
元げ

ん
こ
う寇
の
時
に
は
、
島

津
一
族
を
率
い
て
勇
猛
果
敢
に

戦
っ
た
武
勇
の
誉
れ
高
い
武
士

で
し
た
。
こ
の
相
馬
胤
綱
の

三
女
は
、
父
の
胤
綱
や
母
の

相そ
う
ま
に

馬
尼
か
ら
領
地
の
分
与
を
受

け
、島
津
家
に
嫁
い
だ
の
で
す
。

そ
の
後
出
家
し
て
、
尼
妙
智
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
関
東
下
知
状
に
は
、
相

馬
胤
綱
三
女
の
領
地
は
、
亡
き

母
の
尼
か
ら
相
続
し
た
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。
鎌
倉
時
代
の
武

家
の
女
性
は
、
親
か
ら
領
地
を

相
続
し
て
所
有
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

弘安10年10月24日「関東下知状」
（鳥浜家文書、東京大学史料編纂所
所蔵史料画像データより）

主なご意見 取手市いじめ問題専門委員会の考え
複数の目で見守る際に、表面では意思統一され
ていても、細かい点まで統一が可能だろうか。
また、連携に支障が発生する可能性にも目を向
けるべきではないか

複数の教員が適切に連携し、情報を共有して児
童生徒に対応できるよう、先行事例をふまえ、
各学校に適したシステムを構築する必要性につ
いて記載することとしました。

教育委員会や市の外部にも複数の相談窓口を用
意し、児童生徒・保護者に定期的に周知したほ
うがいいのではないか

複数の外部相談先の確保は有益だと考え、相談
機関の確保・保護者への周知徹底、相談先を網
羅したパンフレット配布について記載すること
としました。

全員担任制や教育相談システムの導入は、現場
の教員の意見を吸い上げてほしい。また、導入
にあたって現場に負担がかからないようにして
ほしい

学校現場において、業務の見直し、通常業務の
効率化による教員の負担軽減が再発防止策を実
効性のあるものにすると考えます。各学校にお
ける削減可能な業務を特定し、教員の負担を軽
減するべきであると記載することとしました。

 指導課　☎内線２０４２

取手市立中学校の生徒の自死事案に係る

� 再発防止策の提言が示されました

◆ご意見を参考に提言を策定
　寄せられたご意見を参考に、１月18日に開催された、
第９回取手市いじめ問題専門委員会で、「取手市立中
学校の生徒の自死事案に係る再発防止策の提言」が示
されました。
◆パブリックコメントの結果や提言を公表
　提言の内容や、パブリックコメントで寄せられたご
意見・それに対する取手市いじめ問題専門委員会の考
え方などは、下記の場所で閲覧できます。
〈公表場所〉
指導課、広報広聴課、取手支所、取手駅前窓口、各公
民館、取手図書館、ふじしろ図書館、教育総合支援セ
ンター、市ホームページ

◆パブリックコメント　結果
　取手市いじめ問題専門委員会では、令和元
年10月15日から11月15日の間、「取手市立中
学校の生徒の自死事案に係る再発防止策の提
言（素案）」に対してパブリックコメントを実施

しました。その結果、23人から374件のご意
見を頂きました。寄せられた主なご意見とそ
れに対する取手市いじめ問題専門委員会の考
え方をご紹介します。

パブリック
コメント提言の内容

感染を予防しましょう

新型コロナウイルス関連肺炎
 保健センター　☎８５－６９００

　令和元年12月以降、中国湖北省武漢市で新型コロナウイルス関連肺炎
の発生が複数報告され、国内でも感染者の報告があります。感染を防ぐ
ためには予防対策が重要です。詳しくは各ホームページもご覧ください。

◆予防には手洗い・うがい・咳エチケット
　通常の風邪やインフルエンザと同じように対策を行ってください。
アルコール消毒なども効果的です。
◆感染した疑いのある方は
　発症前14日以内に湖北省への渡航歴のある方あるいはこれらの方と
接触された方で、咳や発熱（37.5度以上）等の症状がある場合には、マ
スクを着用するなどし、事前に保健所へ連絡してください。併せて、
受診前には、渡航歴や接触歴を医療機関に伝えてください。

◆相談窓口
・竜ケ崎保健所
☎６２－２１６１

（平日午前9時～午後5時）
・茨城県庁内（直通）
☎０２９－３０１－３２００

（平日午前9時～午後5時）
・新型コロナウイルスに係る厚生労働省電話相談窓口（コールセンター）
☎０１２０－５６５６５３（無休、午前９時～午後９時）
 ※２月12日午前９時時点での情報です

取手市厚生労働省 茨城県


